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(1) 前述のリバーゼ触媒ドミノ型 Diels-Alder 反応に 3-ブロモフルフリルアルコール類を用いると、環化体を単一の
ジアステレオマーとして高光学純度かっ高収率で、与えることを見出した。更に得られた環化体のブロモ基を利用して、
鈴木反応や薗頭反応等、炭素-炭素結合形成反応を行い、光学活性多置換 7-オキサビシクロへプテン誘導体の短工程
で効率的な不斉合成法となった。本生成物は、 himbacine、 viridin 等の合成中間体として有用と考えられる。
(2) リパーゼ触媒ドミノ型合成法をラセミの α ・ヒドロキシニトロンのドミノ型 1 ， 3-双極子環化付加反応に応用し、














究を行い、 [RuCb(mesity lene)] 2 又は[RuCb(hexamethylbenzene)] 2 が高活性かっ副生成物を与えない効果的なラセ
ミ化剤となることを見出した。更に、これらラセミ化剤共存下に、動的光学分割を伴う効率的なリバーゼ触媒ドミノ






1 )リパーゼ触媒ドミノ型 Diels-Alder 反応に 3-ブロモフルフリルアルコール類を用いると環化体を単一のジアステ
レオマーとして高光学純度かっ高収率で、与えることを見出した。更にブロモ基を利用する炭素-炭素結合形成反応に
よって、光学活性多置換 7-オキサピジクロへプρテン誘導体を得た。
2) 本法をラセミの α ・ヒドロキシニトロンのドミノ型 1 ， 3-双極子環化付加反応に応用し、光学活性イソキサゾリン誘
導体 (93・96% ee) を単一のジアステレオマーとして一挙に合成することに成功した。続いて、本法を応用し、短工
程の(-)-rosmarinecine の不斉全合成を達成した。
3) 光学活性アルコールを Ru 触媒の存在下の動的光学分割を伴うリバーゼ触媒ドミノ型不斉 Diels-Alder 反応に成
功し、最高 83% 、 95% ee で多置換デカリン類の一工程合成法を開発した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
